
時価のあ
るもの

満期保有目
的の債券 時価のな

いもの

計

合計

``２ 投資その他の資産として計上された有価証券
（単位：千円）

銘柄等 取得価額 券面総額 時価又は実質価額
貸借対照
表計上額

損益に含
まれた評
価差額

その他有
価証券評
価差額

摘要

満期保有
目的の債
券

時価のあ
るもの

時価のな
いもの

計

特定関連
会社株式
及び関連
会社株式

時価のあ
るもの

時価のな
いもの

計

その他有
価証券

時価のあ
るもの

時価のな
いもの

計

合計

（記載上の注意）
{ 時価のない有価証券については時価の記載は必要ない。
| 特定関連会社株式及び関連会社株式の実質価額は純資産額に持分割合を乗じて算定する。
} 為替差損益については、当期費用に含まれた評価差額の欄に（ ）内書で記載すること。

a 出資金の明細
（単位：千円）

会社名 主たる業務内容 期首残高 増加額 減少額 期末残高
（出資比率） 摘要

（ ％）

（ ％）

計 ` `

（記載上の注意）
{ 前期末及び当期末貸借対照表に計上されている出資金について記載すること。
| 取得価額と貸借対照表計上額が異なっている場合は、理由を摘要欄に記載すること。
b 長期貸付金の明細

（単位：千円）

区分 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高 摘要
回収額 償却額

関係会社長期貸付金

その他長期貸付金

〇〇貸付金

××貸付金

計

（記載上の注意）
{ 長期貸付金の「区分」欄は、関係会社長期貸付金とその他の貸付金に区分し、更に、その他の
長期貸付金については、適切な種別等に区分して記載すること。

| 長期貸付金について当期減少額がある場合には、その原因の概要を「摘要」欄に記載すること。
c 長期借入金の明細

（単位：千円）

区分 期首残高 当期増加 当期減少 期末残高 平均利率
（％） 返済期限 摘要

計

（記載上の注意）
{ 「平均利率」の欄は、加重平均利率を記載すること。
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